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は じめ に

　色票系 （カ ラーオーダ シ ス テ ム ）とは，三 次元空間 の

中に色 を 論理的 に分類 ， 配列する方法で ある。一
般的 に

は そ の 空間の 中か ら規則的な間隔で 選ん だ実試科の 集合

（色票集）， として 表現され る 。 そ の ような 系また は集

合を用 い れば， 色 に 関す る情報 の 交換や色彩美学 ， 色彩

調和 の 表現 な ど が便 利 に 行われる 。 こ こ で は色票系 の 原

理を整理 し，そ して主 な色票系の概要 ， また そ の 各々 の

比較 に つ い て 示す 。

　色 に つ い て 厳密 に話をす る に は ，　
“

色
”

とい う言葉 が

もつ 少な くとも5 つ の 意味を正 し く理解しなけれ ばなら

な い 。 まず第 1 の
“

色
”

は，眼 に 可 視波長域 の 電磁放射

が入射 して ， 網膜 の 感光縲胞 （すい 状体） に 吸収 さ れ る

こ とに よ っ て 生ずる視知 （感 ）覚を表現する た め に用 い

られ る。 第 2 の
‘‘

色
”

は，電磁放射 そ の もの ，すな わち

感覚を 生 じさせ る対象の 刺激を表現 す る た め に 用 い られ

る 。 第3 の
“

色
渉

は，色知覚を生 じさせ る電磁放射を発

す る発光物体 を表現す る た め に 用 い られ る。第 4 の
“

色
”

は ， 色知覚を生 じさせ る電磁放射，ある い は透過す る表

面，ま たは物体を表現する ため に用 い られ る 。 第 5 の

“

色
”

は ， 単独 ， あ る い は混合された 顔科 ， 染料が物体

を着色させ る場合に ， そ の 顔料や染料そ の もの を表現す

る た め に 用 い られ る。以下 ，色 に関 して そ の 内容が不 明

確とな る 場合 に は ， 意味 を よ り正 確 に 表現す る た め に 次

の 5 つ の 言葉 を用 い る。

1234FO知 覚色　（PerCeiVed　cOlOr ）

色束巧激　（Color 　stimulus ）

う覧源 色　（Colored置ig｝1t）

物体色　（Object　color ）

色 材　 （Colorant）

色空間 ， 表色系 ， 色票集

　色空間とは ， 色を幾何学的 に表現す るため の 三 次元空

間で あ る 。 こ こ で い う色 に は，知 覚 色，色 刺 激，光 源

色，そ して 物体色が対象 とな るで あろ う。

　空間 に おける色 の 位置は ， 特定 の 3変量か ら導かれ る

3 つ の 数値で定め られ る 。 知 覚色で は，知覚色を表わ す

こ とが で き る 3 つ の 属性 ， 例 え ば色相 ， 明度 ， 彩度 に 対

応 した 変量 が 用 い られ る。色刺激で は，三刺激値，ある

い は三 刺激値か ら導かれ る 3 変量が用 い られ る 。 光 源

色，物体色で は ， 対象と な る光や 物体 の 物理的組成 （例

え ば 3種類 の色材の 混合量） に 関係す る 3変 量 が用 い ら

れ る 。 適切 に選ばれた 3変量 （特定な記 号をもつ ） に よ

っ て 色を明確に表示す る一
連 の 規定 ， お よ び定義を表色

系とい う。 色空間 に よ っ て は一組以上 の変量を用 い る場

合 もあるが ， 3 つ の 変量が苴 い に独立 で ある こ と，即 ち

2 変量が変化 して も残 る 1 つ の 変量 は一定で あ る ， と い

うこ とが最低限必要で ある。

　表色系は各 々 記号を もつ 実試料 （色票）を集め た
一

組

で 表わ さ れ，表色系に従っ て 配 列 した実試料の 集合を色

票集 （color 　 atlas ）とよぶ 。

　 こ こ で は主 に 反 射物体色を 整理する系，そ して 反射物

体 に よ っ て 生ず る知覚色を分類す る系に つ い て 述べ る。

当然 の こ とな が ら両者は密接 に 関係 して い る。 な ぜ な

ら，特定 の 観察条件の もとで は，物体色 と 知覚色 と は
一

対
一

に 対応 して い る か らで ある 。 知覚色を表現 す る記号

は ， 観察条件を 定 め れば物体色 に も適 用す る こ と が で

き，そ の ような場合に は物体色を表現す る色票集が 知覚

色 の 系 に も適用で きる 。

色 空 間の 基 本構造

　種々 の 知覚空 間 に は共通 した特徴があり， その 第 1 の

もの は
“

無彩色 （achromatic ）
”

軸で あ る。 色相 を もた

な い 知覚色が そ の 無彩色軸 に沿 っ て 配列され る 。 反射物

休で は 「白，灰，黒 」 と い う表現 が そ れ に 対応 し， 透過

物休で は r透明，無色 ， 中性」 が対応する 。 物体色，あ

る い は 知覚色 を表わす系の 無彩色軸は ， 白色を頂点，黒

色 を底点 とす る鉛直軸 で 表わ され る。 無彩色軸 に沿 っ て

変化する 属性に対応す る表現 は
“

明度 （lightness）
”
で

ある 。

　透 過物体で は反 射物体の 場合 と若千異なり， 無彩色 の

頂点 に は 完全 に透明な物体 の 色が対応 す る。発光物体 に

おけ る無彩色 の 頂点は視覚系 に生ず る最大の 明 る さ感覚

で あり，底点 は全 く光の な い 状 態 を 表 わ す。以 下 ， 反射

物体 だ けを 対象 に 述べ るが ， 多 くの 内容は透過物体 や発

光物体につ い て も適用 で き る。

　図 1 に 示される よ うに ほ とん どの色票系で，有彩色は

無彩色軸の 周囲に 存在 し， 色相 は赤 ， 橙，黄 ， 緑，背，

紫 ， そ して 赤 に もど る とい う順番 に 従 っ て い る。 こ の 色

相環 は系 に よ っ て ， 時計回りの もの と ， 反時計回りの も
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図 i　 色空間の 基本構造

uり
Qワ
頃

Z
ト

エ

OHJ

10

8

6

4

2

Qo

hu 巳　　cir ‘le

20 　　　　　　　 40 　　　　　　　 60 　　　　　　　 80 　　　　　　　iOO

Y

図 2　各色票系 に お け る ル ミ ナ ン ス フ ァ ク タ （Y ） と無

　　　彩 色 ス ケ ーリン グ （Lightness） の 関係

の があ る 。

無彰色軸

　ほ とん ど の系が無彩色軸をもつ が ， 系 ご と に無彩色軸

に 対す る色 の 配列方法 は大 き く異な っ て い る。 図 2 に マ

ン セ ル 系 （　　 ），OSA 系 （
一一一一一

），
　 DIN 系

（…一．．・・，NCS 系 （
一一一一

）の 各色空 間の 無彩色 軸 上

の 点 （こ れ まで 明度としたもの ） に 対応す るル ミナ ン ス

フ ァ ク タ （輝度率）を 示すが，無彩色軸 の 中点 （明度一

5 ）で はY 　＝　12−・27 の 範囲に ば らつ い て い る。

　NCS 系の 無彩色 ス ケ ール は表面色の 白さ （whiteness ）

に 比列 した量を表わす が ，
マ ン セ ル 系，OSA 系 ，　 DI

N 系 の 無彩色 ス ケ
ール は 知覚され る明度差 と等歩度 に な

る よ うに 尺度化 されて い る。こ の よ う に NCS 系 の 無彩

色 ス ケール は他 の 3 つ の 系の 無彩色 ス ケール と は異 な っ

て い る。しかし，驚 くこ と に NCS 系 を除く他 の 3 つ の

系 の 無彩色 ス ケ ール もま た 各 々 異な っ て い る の で あ る。

　OSA 系 は CIE1964 − 10度視野測色補助標準観測者

に よ っ て 定義 され，他 の 系 は CIE ユ931− 2度視野 測 色

標準観測者 に よ っ て 定義 され て い る 。 しか し ， こ の 違 い

は無彩 色 の 場合 ほ とん ど影響 しな い。

　 マ ン セ ル 系，OSA 系，　 DIN 系の 明度 ス ケ ール が相

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 臼 LACK

図 3　 オ ス トワ ル ト系の 色 立 体

互 に異 な っ て い る原因の 1つ に ， 各系 の 基礎 とな る無彩

色 ス ケーリン グ実験に お け る背景 の種類 の 違い がある 。

例え ばよ く知 られて い る ように ， 2 つ の 明るい 物体色は

明 る い 背景 の もとで そ の 差 が は っ き りと知覚され，逆 に

2 つ の 黒 い 物体色は黒 い 背景の もとで そ の差が よ り明瞭

に 知覚され る 。 明 度 ス ケーリ ン グに 対す る 背 景 の 影 響

は，マ ン セ ル バ リ ュ
ーが背景の 明度 に よ っ て 変化する こ

と か ら明 らかで あ る。OSA 系 の 明度 ス ケール で は，こ

の 背景 に よ る無彩色 ス ケール の 変化 が補正されて い る。

基本色相環

　全 て の 色 票 系 に共通 して ， 色相 は 同 じ順序に 従い 無彩

色軸 の まわりを 円環状に 配 列 されて い る。しか し，そ の

配 列の 仕方 は 細か い と こ ろで 異 な っ て い る。い くつ か の

系 （例 え ば ， NCS 系や オ ス トワ ル ト系） に は基本色相

環 が あり， そ れ は特定 の 色相 に お け る可 能な 限 りの 最大

彩 度 （chroma ） の サ ン プ ル か らな っ て い る。こ の よ う

な 色 は完 全 色 （full　color ）と呼ばれ，無彩色軸 の 中点を

中心 と した 水平断面 上の 円環 に位置 して い る （図 3 は オ

ス トワ ル ト系の 色立体）。

　 完全色 の 正 確 な定義は系 ご と に わ ず か に 異 な っ て い

オ ス トワ ル ト系 の 完全色 は最明色 （optimal 　 color ．分光

分布が波長 に関 して 0 か 1 の 色刺激） で あ る。しか し，

オ ス トワ ル ト系を実現 す る 色 票 集 （Color　Harmony

Manua 　l な ど）で は ， 色票集 の 完全色 は色材で 実現で き

る最大彩度 （chroma ） の色 とい う妥協がとられて い る。

一
般 に は ， 色材で 実現で き る色の 彩度 （chroma ） は最

明色 の 彩度 よ り低 い 。 NCS 系 に おい て 完全色 ， あるい

は
“
最 も鮮や か な色 （maximum 　chromatic 　colors ）

”
と

呼ばれ る色は ， 黒 さ も白 さ も知覚され な い 完全 な有彩色

で あ る。NCS 系の 完全色 は 知覚色で ある と定義されて

い る の で，色刺激 に基 い たオ ス ト ワ ル ト系 の 完全色 とは

同じで あ る と は限 らな い。オ ス トワル ト系 の 完全色 とそ

れ に 対応 す る 知覚色 とが，一
対
一

の 関係 を もつ よ うに 観

察条件を定 め て も， そ の 知覚色 は NCS 系の 完全色 とは

等しくな い で あ ろ う。

色相 ， 明度 ， 彩度 （chroma ）

　 NCS 系，オ ス トワル ト系以外の 色票系 ， す な わちマ
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図 4　 色柑．明度．彩度 に よ る色空 間 モ デ ル

ン セ ル 系，OSA 系，　 DIN 系に は基 本色相環 とい う概

念 は な い 。 そ の 代わりに空間は知覚色を表現 で きる 3 つ

の 属性 で 構成 され ， 最 も
一

般的 に 用 い られ る属性 は 「色

相」，　「明度」，　「彩度」で あ る。

　 「色相」 と は，任意 の 知覚色が 特定 の 知 覚 色 ， 赤 ，

橙，黄，緑，青，紫の 1 つ ，ま た は 2 つ の比 に類似 して

見え る こ とに 関す る属性で あ る。 こ れ は閉 じた ス ケール

（紫 の つ ぎは赤 に もど る とい う意味） で あ るの で ， 色相

を表現す る最 も適切 な幾何学的軌跡は 円環 で あ る。

　 しか し， 各色相 に は まだ多 くの 異な っ た知覚色が存在

して い る。 多 くの 人 が 明瞭 に 知覚す る つ ぎの 属性 は 「明

度」で あ る。明度は あ る面 に 光 が 入射 して 反 射 して くる

光が，多く見 え るか ，少な く見 え る い ，とい うこ とに 閧

す る属性 で ある。

　等色相，等明度 の 物体色 に対 して ，残 りの 性質 を表わ

す第3 の 属性は 「彩度 （chroma ）」 と 呼ばれ る。彩度は

知 覚 の 色 み の 強 さ に 関 す る属性で あ り，等 明 度無彩色 か

らの 隔 た りの 度合 い を表 わ す。

　図 4 は 知覚色を最 もよ く表現ず る た め の，色 相，明

度 ， 彩度 に よ る三 次元幾何学 モ デ ル で あ る。 無彩色 （灰

色）知覚は 黒か ら白の範囲に分布し，図 4の鉛直軸 （明

度軸）上 の 点 に 対応 して い る 。 全 て の 有彩色知覚は こ の

無彩色軸 か らの 隔 た りの 点で表わ され る 。 等明 度 の 知覚

色 は 空問 の水平面上 の 点 で 表わされ ， 等色相の 知覚色は

中心 の 無彩色軸か ら放射状に拡が る鉛直平面 （断面 ） 上

の点で 表わされ る 。 色相 は等色相面が比較平面 に対 して

な す無彩色軸を 中心 と した 角度で 表わ さ れ る。等彩度 の

知覚色 は ， そ の 彩度 の 大き さ に 対応 した半 径 を もつ 同心

円柱で 表わされ る。

図 5　 マ ン セ ル 系 の 色立体

　彩度 （chroma ） を 変形 した もの に サ チ ュ レ ーシ ョ ン

（saturation ．飽和度） が ある。 サ チ ュ レーシ ョ ン は感

覚 量 の 総和 に 占め る有彩色の 性質に対応す る量 （色みの

強 さ） の 比率で ある，

一
方 ， ク ロ マ 　（chroma ） は，有

彩色の 性質に対応 した 量 で ある。　（色票系の ）幾何学 モ

デ ル で は，等 サ チ ュ レ ーシ ョ ン の知覚色は黒 の 点を頂点

と した （逆） 円錐に な る。 サ チ ュ レ ーシ ョ ン に関して 重

要な点 は，い わ ゆ る色 の 　
“

シ ャ ドゥ シ リーズ （shadow

series ）
”

で あ る 。 こ れ は物体に光 の 影 が 段 々 に 濃 くな

る と ， 明度 も彩度 （chr 。 ma ） も共 に減少す る よ うに 知

覚さ れ るが ， サ チ ュ レ ーシ ョ ン は
一

定不変 に 知覚 され る

こ とを い う。

　 こ の 色相 ， 明度 ， 彩度 の 3 属性を変形 した 属性が 用 い

られ る こ と もあ る。そ の 場合 ， 知覚色とは対応 しな い 属

性 もあり，そ れ らは系の 実試科をつ くる 色材，また は色

性 もあり，をつ くる色材，ま た は色刺激の の 物理 的 ， 心

理物理的属性 に 関係 した もの で ある 。

　色相／明度／彩度を 用 い た 系 に お い て ，無彩色軸 を 中

心 と した水平面 上 の 円環 に は 明度 ， 彩度が一
定 で あ る全

て の 色相 の 色が含 まれ て い る。完 金 色 の 明 度 お よ び彩度

は色 相 ご と に 異 な っ て い る の で ，こ の 色相環 に は完全色
の 全 て は含 ま れ て い な い 。完 全 色 を結 ん だ 軌跡を 描 くこ

と もで きるが ， そ の 線，ある い は
‘c
色相サ ーキ ッ ト（hue

circuit ）
”

は 円 に は な らず ， か つ 水平面上 の 線 に もな ら

な い 。 図 5 は マ ン セ ル 系 に 関 して 示 した もの で ， 最大彩

度 サ ン プ ル の 明度，彩度 は 明 らか に 色相 ご とに 異 な っ て

い る 。

色相環 の 分割

　色相環 に 色相 を 配置す る仕方 に は い ろ い ろ な方法があ

る。例え ぼNCS 系で は 互 い に 全 く類似性をもた な い ，

6 つ の 基本表面色 （白 ， 黒 ， 赤 ， 黄，緑，青，）が存在
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図 6　NCS 系の 基本構造

する こ とを 仮定する。こ の た め基本色 赤 ， 黄 ， 緑 ， 青

の 4 色 は， 完全色 の 色相環 で 90
°

つ つ 分離 した 位置1こ配

置され る 。 こ の 4 つ の 基本色以外 の 完全 色 は，近接す る

2 つ の 基本完 全 色 との 類似 の 程度 に より， そ の 2 つ の 基

本色 に はさ ま れ た 位置に配置される （図 6 ）。

　他の 系 （例 え ば ，
マ ン セ ル 系）で は，色相の 等間隔が

知覚的に も等聞隔 に な る ように ， 色椙環を等歩度に分割

す る方法をと っ て い る。 した が っ て，こ の 分割方法で は

基本色相 が90
°

つ つ 分離す る こ とに はな らな い。例 え ば

マ ン セ ル 系の 色相 ス テ ッ プ は ， NCS 系 の色相 ス テ ッ プ

と比較して ， 黄
一

赤 の 象限 よ りも赤
一

青 の 象隈で 分割 ス

テ ッ プ が よ り細か くな っ て い る。

　第 3 の 分割方法 （こ れはオ ス 5 ワル ト系で用 い られて

い るが ）で は ， 180
°

に分離 した色相の 色 を回転マ ク ス

ウ ェ ル 円盤 な どで 加法混色す る と無彩色刺激を生ずる。

　他の 分割方法 （例 え ば ペ イ ン トの混合 で 有効な もの ）

で は180
°

に 分離 した色相 の サ ン プ ル は減法混色 して，

互 い の 彩度を減ず る 目的に 用 い られ る。

色合 い の 属性 （nuance 　attributes 色名 に よ る 分類）

　多 くの 色票系で は等色相 の 知覚色 が ， 色空間 の 鉛直平

面 （色相 ご と に
一

平面） 上 に 配 列 されて い る 。 こ の 平面

内で 種 々 の 色を配列 し記号化す る た め に ， 色合い の属性

（色名 に よ る 分類）が しば しば用 い られ る 。 図 7 は赤 の

色相面 を 色合 い の 属性 に よ っ て 色名分類 した 例で あ る。

色合 い の 属性 に は ， 明度 と彩度 （chroma ）， ある い は明

度 と飽 和 度 （saturation ）の 組 が用 い られ る 。

　 こ れとは全 く異 な る色合い の 属 性がNCS 系 で 用い ら

れ て い る。NCS 系で は知 覚 色 が ， 基 本色．黒，基 本

色．白，お よ び等色 相の 最大有彩色，の 3 つ の 色お の お

の に 対す る類似の 程 度 で 表現され る。こ の 類 似 の 程 度

A
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図 7　色合 い 属性 （nuance 　 attributes 　 lこ よ る分類 ）

は， 「黒 さ （blackness）」， 「白さ （whiteness ）」， 「ク

ロ マ チ ッ クネス （chromaticness ）」とよ ばれ ， そ の 総和

は100にな る よ うに基準化される。 した が っ て ， こ の 3

変量 の 中の 2 変量だけで ， あ る色を色相面上 に配置す る

こ と が で き る 。 NCS 系で は
一

般 に ， 黒 さ と ク ロ マ チ ッ

ク ネス の 2 変量が そ の 目的 に用 い られ る （図 8 ）。 オ ス

トワ ル ト系の 属 性 も原理的 に はNCS 系と類似 して い る

が ， 厳密 に は属性 の 定義，空間配列が異 な る。 最 も大 き

な違 い は ， オ ス トワル ト系が知覚色 の 類似性で は な く色

刺激の 加法混色 に基づ い て い る ， とい うこ とで ある。
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図 8 　NCS 系 の 黒 さ．白さ．ク ロ マ チ ッ ク ネ ス の 構成
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図 9 　有彩色 に お け る 明 度と明 る さ の 関 係

　　　Y
＋
＝30 の 白色光 （図中＋ ） と等 しい 明 る さを 与

　　　え る色光 の Y 億軌跡

有 彩 色 の 明度

　各色票系の 明 度 尺度は，無彩色 よ りも有彩色で の 違 い

の 方 が 大 きい 。
マ ン セ ル バ リュ

ーはル ミナ ン ス フ ァ ク タ

の 関数 と して定義され る が，図 9 に 示す よ うに ル ミ ナ ン

ス フ ァ ク タ
ー

定 の サ ン プル の 明 る さ （perceived　 ligh−

tness ）は，無彩色軸 か らの 隔た る ほ ど （彩度 が大 きい ）

VM

CM
図10 マ ン セ ル 系と NCS 系 の 関係

　　　 マ ン セ ル バ リュ
ー （VM ）／ ク ロ マ （CM ）

　　　NCS 黒 さ （SN）／ク ロ マ チ ッ ク ネス （CN）

増加す る場合が あ る （訳者注．一
般的 に ヘ ル ム ホ ル ッ ・

コ ール ラ ウ シ ュ 効果 と い わ れ る ）。 OSA 系で は こ の 変

化を考慮 に 入 れ て ， 明度 とル ミ ナ ン ス フ ァ ク タ の 関係 を

色度座標 の 関数で 修 正 した 明度尺 度を用 い て い る。

　DIN 系 に お い て ，明 度 （増 減 が 逆 で あ るが ） と最 も

近 い II韓性は 暗度 （darkness　 degree） で あ る。暗 度 は サ

ン プ ル の 色度 と等 しい 最 明 色の 明度 との 相対値で 尺度化

した もの で あ る 。 こ の 定義 の 結果，例 え ば一
定 の ル ミ ナ
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A

　

図11　 0SA 系 の 基本構造 （正斜方六面体格子）

D

ン ス フ ァ ク タ で は サ チ ュ レ ーシ ョ ン （飽 和 度 ） が 増加す

る と暗度 は減少 す る。しか し，こ の 変化 は 明 る さ （per
−

ce 三ved 　lightness）の 変化 と は 相関 して い な い。

　NCS 系に は 明度 とい う属性はな い。無彩色 に 関 して

ル ミ ナ ン ス フ ァ ク タ と 白さ　（whiteness ） の 関係が決め

られ て い るが ， そ の 関係は有彩色 に は 適用 で きな い 。 N

CS 系 の 等色相平面上 に
一

定 の ル ミナ ン ス フ ァ ク タ を示

す軌跡を 描 くこ と はで き る が ，
こ れ は直線で は な く曲線

に な り， また曲線形状も色相ご とに大き く異 な る 。 図

10はマ ン セ ル 系の 明 度／彩度平面上 に プ ロ ッ ト した NC

S系 の 黒 さ
一

定 の 軌跡で ある。

実試料の選 択方法

　特定 の色空間を表現する 色票集 の 実試料 （個 々 の 色票

サ ン プル の こ と） は，

一般的 に は色空聞に描い た規則的

な 格子 の 交点 に 選 ばれ ， 多 くの 場合等色相面を表わす鉛

直平面 に 格子 が と られ る 。 マ ン セ ル 系が そ の 例 で あり，

等色相面 に おい て 互 い に直交す る 格子 （明度 ／ 彩度 の

軸）を用 い る 。 また 三 角格子 は黒色度／ 白色度／ ク ロ マ

チ ッ ク ネ ス を用い る系で は 便利 で あ る 。

　 OSA 均等色度図 に お け る選 択方法 は三 属性 に 従っ た

尺 度化 に 基づ い て い な い 。 選択点 は正斜方六面体格子構

造 に 従 っ て 配列 され ，選 択 点 とそ の 近 房 12色 との 距 離 が

ど の 格子で も知覚的に等 しい 色差を 与 え る よ うに な っ て

い る （図11）Q

　 しか し，実試 料 の 選 択方法 と色空間そ の もの と は 区別

して扱わ なけ ればな らな い。例 え ば マ ン セ ル 色空間を正

斜方六面体格子 に 従 っ て サ ン プ リ ン グ して ，各選択点に

マ ン セ ル ヒ ュー／バ リ ュ
ー／ ク ロ マ を 与 え る こ と もで き

る し， 逆 に OSA 空 間 を マ ン セ ル 系 の よ うな 円柱格子を

もつ 空 間 と して サ ン プ リン グ す る こ と もで き る か らで あ

る 。

　実用上 の 理由に よ り， 実試料 （色票） は 常 に 日標点 に

正 確 に
一

致す る と は限 らな い 。 従 っ て ， 色票集 とそ れ が

Io
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80
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10203040C50607080go

図 12　NCS 色票粢の 実試科 （矢印の 頭）と目標点 の ず

　　　れ

表 わ す表色 系 とを 区別 す る こ と が 大切 で あ る。ま た色 票

集 に欠陥がある か らとい っ て ，直 ちに表色系の 欠陥で あ

る と は限 らな い 。 図12はNCS 系の 色相 Y30R の 目標点

を表わす三 角格子で あるが ， NCS 色票集の 実試料の 選

択点 （格子点 の 矢印） と 目標点は一致して い な い 。

色彩恒常 （color 　constancy ）

　色票集を作製す る場合 ， しば しば見過 ご さ れて しま う

重要 な 問題 に色彩恒常 が あ る。こ の 問題 を考慮 した 色票

を 作製す るた め に は，色材を吟味 し，ま た光源を変えた

と き に も物体色 と知覚色 とがで きるだけ変化 しな い よ う

に しなければな らな い 。 特に厳密に言うならば，色票集

の 観察に 用 い る光源 は，常に色票集が作製 されたときに

用 い た 標準光源 としな ければな らな い 。 色票集の 物体色

が，そ の 表色系 の 知覚色を正 し く表現する に は こ の方法

しか ない 。 もし照明光源が標準光源で はな い 場合 に は，

色相面 に おける空間配置， また は色相恒常の ひず み が生

じて ，色票集 の 使用者を惑わす こ とに な る。

お わ りに

　色票系 は 多種多用 な 原理 に 基づ き得 る もの で あ るが ，

そ の 全て が互 い に両立可能 で あるもの で はな い。い ろい

ろ な 目的を満たすため に は目的 ご とに 色票系を必要 とす

る が，そ の よ うな複数 の 色票系 が 表現す る基本的 な色空

間 は全 く同じもの な の で あ る。すな わ ち ， あ る系の 中の

1 点 は他 の 系 に お い て も厳密に 1 点と して 表わ され，精

密 に 検討 す れ ば 系 ご と の 関 係を正 確 に結 び つ け る こ とが

で きる はず で あ る 。 そ の よ うな 研究 に は，知覚色 と物体

色 を 厳密 に 区別 して ，さ らに 現存す る表 色 系 と色 票 集 の

違 い が観察条件 の 差 に よ る ， とい うこ とを 正 しく理 解す

る 必要 が あ る。

　 重 要 な こ と は，観 察条件 が 変わ れ ば物体色 と知覚色 の
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関係は変化して しま う，とい うこ とで あ る 。

　第 165 回関東支部例 会 　　1986年 11月28日 （金） 聖 心

女子大に於 い て

　 （訳）渕 田隆義　 （株）東芝 総合研究所

　　　　矢 口 博久　　　 千葉大学工学部

ロ パ ートソ ン 博士 の 講演会が 開催 さ れ た 経緯

　 ロ バ ート ソ ン 博士 は第1 回ス ガ 国察 ウ ェ ザ リ ン グ シ ン

ポ ジ ウ ム （SIW ，86，昭 和 61年 11月　25日 日本都市 セ ン

タ で開催） の 講師 の
一

人 として ， （財） ス ガ ウ ェ ザ リ ン

グ技術振興財団か ら招待 さ れ 来 日 した。色 彩学会 で は ロ

博士の 来日 の 機会をとらえ ， 色票系に 関す る講演を博士

に お願 い し，同年11月28U 聖 心女子大学 に お い て 講演会

を開催 （第 165回関東支部例会）する こ ととな っ た 。
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